
目的

福祉教育出前講座　体験プログラム一覧

対象年齢内容 所要時間 資機材等
同時に取り入れたい
プログラム内容

・地域の車いす生活をおくっている人の
　理解を深める
・車いすの介助方法について学ぶ
・相手の気持ちを考える
・車いすでの生活を理解し、より快適な
　生活を送る方法を考える
・バリアフリーについて考える

Ⅰ～Ⅲ　小学４～６年生
　　（車いす体験）

Ⅰ　車いすの生活に触れよう
Ⅱ　車いすの操作
Ⅲ　介助の方法

60～120分程度 車いす
※２～３名に１台車

い
す
体
験

・地域の視覚障害者の理解を深める
・視覚障害者の生活を理解し、より快適
　な生活を送る方法を考える
・視覚障害者の基本的な介護方法
 （ガイドヘルプ）について学ぶ
・相手の気持ちを考える
・バリアフリーについて考える

Ⅰ～Ⅱ　小学４～６年生
　　（アイマスク体験）
　

Ⅰ　視覚障害者の生活に触れよう
Ⅱ　ガイドヘルプの方法

60～120分程度 アイマスク
※２名に１枚
ティッシュペーパー

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

Ⅲ　まちなかでの視覚障害者の生
　　活を考えてみよう！

Ⅳ　小学６年生以上
　　(２回目の体験)
・まちに出てみよう!　

Ⅳ　車いすでまちに出てみよう　
Ⅰ､Ⅲをおさらいした後、生活道路
を通って商店で買い物する等

Ⅲ　小学６年生以上
　　　(２回目の体験)
・まちに出てみよう！

・高齢者の理解を深める　
・相手の気持ちを考える
・高齢者の生活を理解し、より快適な生
　活を送る方法を考える
・バリアフリーについて考える

Ⅰ､Ⅱ　小学４～６年生
　　（高齢者疑似体験）

Ⅰ　高齢者になると(導入)
Ⅱ　体験キットを装着して高齢者疑
　　似体験してみよう　　　

60～120分程度 高齢者疑似体験資材高
齢
者
疑
似
体
験

Ⅲ　体験キットを装着してまちに出
　　てみよう(商店等へ)

Ⅲ　中学生以上
　　(２回目の体験)
・まちに出てみよう！

・地域の視覚障害者の理解を深める
・点字の役割について学び、実際に読み
　書きすることで視覚障害者の理解を深
　める
・視覚障害者とのコミュニケーションに
　ついて考える
・バリアフリーについて考える

Ⅰ～Ⅳ　小学４～６年生
　（点字体験）

Ⅰ　視覚障害者の生活に触れよう
Ⅱ　点字について
Ⅲ　点字を読んでみよう
Ⅳ　点字を書いてみよう

60～120分程度 点字版
点筆
点字用紙
点字一覧表

　
点
字
体
験 Ⅴ　小学６年生以上

　(２回目の体験)
・長文にチャレンジ！

Ⅴ　長文にチャレンジしてみよう！
　　(手紙や校歌など学校にちなん
　　だもの、歌詞、詩等)　

神栖市社会福祉協議会

・交流、講話を通じて高齢者の生活や 
　知識経験等を理解する
・様々な高齢者がいることを知る
・高齢者を大切にすることついて考え
　る

Ⅰ　小学１～６年生
（高齢者との交流会）

Ⅰ　交流会
・高齢者と一緒に遊ぼう
「昔の遊び・学校行事へご招待」

60～120分程度 遊びの内容によって道
具の必要なものは各学
校等でご用意いただき
ます。一部社協で用意
できるものがありま
す。

・当事者との交流や講話
・地域のマップづくり
・バリアフリーやユニバー
　サルデザインを考える

高
齢
者
と

交
流
・
講
話

Ⅱ　小学４年生以上
（高齢者の講話）

Ⅱ講話
・高齢者のお話を聞いてみよう
「戦争体験、昔の暮らし遊びなど」

・高齢者の福祉制度につい
　て調べてみる
・高齢者疑似体験　　　　
　　　　　　　　

45分程度



・ボランティアの意味を正しく知る
・体験や実践を通じてボランティア活動
　の心構えを学ぶ
・やさしさを育む
・自分でやれることはないか考えてみる

Ⅰ　小学４年以上
（ボランティアの講話）

Ⅰ　講話
・ボランティア活動をしている方の
　お話を聞いてみよう　

45分程度 ・ボランティアについて調
　べてみる
・ボランティアセンターに
　行ってみる

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
交
流
・
講
話

Ⅱ　小学４年以上
（ボランティアの体験）

Ⅱ　体験
・一緒に活動をしてみよう
「ボランティア活動を体験」

45分程度

・地域の福祉について理解する
・障害について正しく理解する
・助け合いや支え合いの大切さを考える
・ボランティアの意味を正しく知る

Ⅰ　小学４年生以上
（福祉専門職の講話）
（導入としての講話）
（グループワーク）など

Ⅰ　講話
・福祉って何だろう
・福祉現場に働く方のお話を聞いて
　みよう
・グループワーク支援など
「福祉・介護の仕事・障害って何だ
　ろう・ボランティア活動って・や
　さしさってどんなこと」

45分程度 ・福祉について調べてみる

福
祉
の
講
話

目的 対象年齢・場所内容 所要時間 資機材等
同時に取り入れたい
プログラム内容

・交流、講話を通じて障害者の生活や知
　識経験等を理解する
・まわりの手助けで障害は小さくなるこ
　とを知る
・障害があるなしにかかわらずお互いを
　認め理解するこの大事さを考える

Ⅰ　小学４年生以上
（障害者との交流会）
　

Ⅰ　交流会
・視覚、聴覚、身体等に障害を持つ
　方と一緒に遊ぼう
「学校行事へご招待」
「車いすダンスを踊ろう」

60～120分程度 遊びの内容によって
道具の必要なものは
各学校等でご用意い
ただきます。一部社
協で用意できるもの
があります

・障害者の福祉制度につい
　て調べてみる
・アイマスク、車いす、点
　字、手話体験障

害
者
と

交
流
・
講
話

Ⅱ　小学４年生以上
（障害者の講話）

Ⅱ　講話
・視覚、聴覚、身体等に障害を持つ
　方のお話を聞いてみよう
「日常生活の中で」「趣味」

45分程度

　本会の福祉教育出前講座は、相談者と共にプログラムを計画し、実施していきます。企画段階からご相談に応じています。ぜひお問い合わせ下さい。

　問合先：神栖市社会福祉協議会　神栖本所 ０２９９－９３－１０２９
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